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～ドイツが全体の悪化を食い止めているが、域内格差は一段と拡大～ 
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・ ８月のユーロ圏の失業率は10.1％と４ヶ月連続で同水準にとどまったが、過去６ヶ月は1998年７月以

来の２桁台での推移が続いている。国別には、フランス、スペイン、アイルランドが上昇した一方、

ドイツ、イタリア、ポルトガルの低下が、全体の悪化を食い止めた（右図）。 

・ 過去３ヶ月の失業率は何れも当初発表の10.0％から10.1％に上方修正。ベルギー、アイルランド、ル

クセンブルク、オランダ、オーストリア、スロバキアの修正による影響が大きい。ユーロスタットに

よれば、これらの国々の原統計の改定や季節調整の再実施に伴う修正とのこと。 

・ スペイン、アイルランド、さらには今回未発表のギリシャなど、財政不安を抱える諸国で失業率の上

昇が続いている。例外は5・6月をピークに低下に転じたポルトガル。だが、同国は1-8月の財政赤字が

前年同期から拡大。財政再建が危ぶまれるなか、政府はＶＡＴ税率の２％引き上げ、公共投資の削減、

公務員給与の削減などの追加赤字削減策を約束。失業率にも再び上昇圧力が及ぶ公算が大きい。 

・ 景気回復下でもフランスの失業率の上昇に歯止めが掛からないのが気懸かり。製造業・サービス業と

もに業況判断指数の雇用項目は全般に底打ち気味で、遅行指数としての性質が現れているものと判断。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏：失業率（2010年8月、季調値）

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2009 2010
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ユーロ圏・失業率 9.9 9.9 9.9 9.9 10.0 10.0 10.1 10.1 10.1 10.1
失業者数（前月差、千人） 6 26 44 56 88 108 64 -33 9 -20
就業者数（前月差、千人） -1,545 237 400 510 -789 972 -1,000 -294 80 -178
労働力人口（前月差、千人） -1,539 263 444 566 -701 1,080 -936 -327 89 -198

ドイツ・失業率 7.5 7.4 7.3 7.3 7.2 7.0 7.0 6.9 6.9 6.8
フランス・失業率 9.8 9.8 9.9 9.9 9.8 9.8 9.9 9.9 10.0 10.1
スペイン・失業率 19.0 19.0 19.1 19.2 19.5 19.7 20.0 20.2 20.3 20.5

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


